
 

 

 

Ⅰ 研究の構想 

１ 主題設定の理由 

(1) 児童の実態より 

① 教師のアンケートより 

 本校の児童は、友達と仲良く関わり、協力

したり、助け合ったりすることができる。一

方で、教師アンケートからは、自分に自信が

なく、自己表出を苦手とする児童や、自分と

考えの違う友達を受け入れることができない

児童の実態があることがうかがえた。 

② 令和４年度全国学力・学習状況調査児童

質問紙より 

令和４年度全国学力・学習状況調査児童

質問紙「自分にはよいところがあると思いま

すか」という項目では、本校は３０．８％

と、全国や県の平均を大きく下回っており、

自他のよさに気付くことや認め合うことが不

十分であり、自己肯定感が低い実態があるこ

とがわかった。 

 

 

 

 

表１ 令和４年度全国学力・学習状況調査児童質問紙 

「自分にはよいところがあると思いますか」 

こうした児童の実態を基に、多様な他者と

つながり、互いを認め合いながら、共により

よく生きようとする子どもを育てていきたい

と考えた。 

(2) 地域の特性を生かして 

飯野町は三世代同居世帯が多く、子どもた

ちは地域の様々な世代の人々との関わりが深 

い。また、飯野町には、古くから伝わる行事 

 

やお祭りなどが残っている。学校教育活動で

も、総合的な学習の時間で、飯野の人や自然・

文化や先人の生き方から学習テーマを設定し、

充実した体験活動を取り入れた「いいの地元

学」を推進している。 

このように、地元学で体験的な学習が多く

行われているが、体験的な関わりのみになり、

自己を振り返ったり、他者を認めたりする学

びの深まりまでには至っていない。そこで、

他者を認めるために、まず「自己を見つめる」

ことを大切にしていく必要があると考えた。 

友達や保護者、地域の方々や地域とのつな

がりの中で自己を見つめ、よりよく生きるた

めの基盤となる道徳性を養いたいと考え、本

主題を設定した。 

２ 目指す子どもの姿について 

 〈道徳教育の合言葉〉 

つながり 見つめ 一歩踏み出す 飯野っ子 

３ 令和５年度の重点内容項目について 

 令和５年度は、道徳教育の重点内容項目を、

「親切、思いやり」の一つとし、焦点を絞っ

て道徳教育を推進することにした。 

４ 研究仮説 

研究主題 

地域とのつながりの中で、よりよく生きようとする子どもの育成 
～家庭、地域と共につくる道徳教育を目指して～ 

 

 

 

 

 

福島市立飯野小学校（代表）校長 佐藤 育男 

全国 ３９．４％ 

県 ３８．３％ 

県北 ３７．７％ 

飯野小学校 ３０．８％ 

 

親切、思いやり 

キャラクター 

他者とつながり認め合い、自己をじっく

りと見つめることを通して、よりよく生き

るための一歩を踏み出そうとする子ども 

 

子どもを取り巻く友達・家庭・地域とのつ

ながりを大切にし、多様な思いや考えに触れ

ながら、物事を多面的・多角的に考えること

を通して、自己をじっくりと見つめ直すこと

を積み重ねていけば、他者との認め合いを基

盤に、自分のよさや課題を自覚しながら、 

きらりん ふわりん おもいやりん 
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５ 研究内容について 

道徳教育は、学校で行われる全ての教育活

動に関わるものである。道徳性を養うことを

目指すうえで、その中核的な役割を果たすの

が道徳科の授業である。道徳科の指導におい

て、各教科等で行われる道徳教育を補った

り、それを深めたり、相互の関連を考えて発

展させ、統合させたりすることで、学校にお

ける道徳教育を充実させる。 

令和５年度は、道徳科を中核に据え、生活

科、総合的な学習の時間の授業を中心に以下

の内容で研究を行う。 

(1) 道徳科の授業づくりについて 

【手立て１】 多面的・多角的に考える 

○ 発問を工夫したり意図的指名を行ったり

することで、多様な思いや考えを引き出し、

児童一人一人の価値観を広げたり深めたり

することができるようにする。 

・ 児童の考えをゆさぶる発問を用意する。 

・ 児童が具体的、実践的に考えられるよう

に役割演技や動作化を取り入れる。 

・ 「みんなの心のものさし」を活用するこ

とで、思考を可視化することも必要に応じ

て取り入れる。 

・ 保護者参加型の授業を構想する。その中

で、参加している保護者の考えも引き出す

ことで、児童が多様な考えに触れることが

できるようにする。 

【手立て２】 自己を見つめ直す 

○ 「書く活動」を取り入れ、一人一人が「で

きた経験」や「できなかった経験」等を具

体的に振り返ることができるようにする。

また、できた（できなかった）理由やその

時の気持ちも引き出すことで、実感をもっ

てより深く見つめられるようにする。さら

に、見つめたよさを友達や家族と共有して

いく。 

・ 児童がじっくりと自己を見つめられるよ

うに、振り返りを１５分間程度確保する。 

・ 自己の考えを深められるように、「自分の

心のものさし」を活用することをきっかけ

とする。 

【手立て３】 家庭・地域とつながる 

○ 「家庭・地域とつながる」場を設けるこ

とで、多くの児童がつながることのよさを

感じながら、学びを深めることができるよ

うにする。 

・ 保護者参加型の授業を実施することで、

学校と家庭で価値観を共有する。 

・ 保護者や地域人材等、ゲストティーチャ

ーを積極的に活用し、共に授業をつくる。 

(2) 研究全体について 

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用 

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の

工夫点、配慮点〉 

○ 校長の方針の下、教職員や保護者の願

いを実現できるよう、道徳教育の重点内

容項目を「親切、思いやり」とし、全体

計画を作成する。       資料１            

○ 別葉は、重点内容項目の「親切、思い

やり」に焦点化を図り、各教科及び家

庭・地域との連携等を関連付けて捉えら

れるようにする。       資料２               

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点・配慮点〉 

○ 別葉の活用 

振り返りを加筆できる欄を設け、週案に

綴じる。学級・学年で確認・追加・修正す

ることで、様々な場面で重点内容項目を意

識して指導できるようにする。 資料２ 

○ 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

学校教育目標や子どもの実態から目指す 

子どもの姿を設定し、全職員で共有する。

また、道徳教育推進教師が別葉作成・改善

の中心となり、全教職員に情報提供する。 

○「全校・学級道徳コーナー」の運営 

  学年や学級に関係なく、全校生が友達の 

「親切、思いやり」につながる姿を共有で

きるよう、道徳コーナーを全校生が目にす  

【視点１】 道徳教育の組織的取組について 

よりよく生きるための一歩を踏み出そうと

する子どもを育むことができるであろう。 
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る昇降口付近に設けた。地域の方や保護

者にも参加を呼びかけ、家庭や地域も含

めた取組とする。また、学級にも道徳コ

ーナーを設けた。 

 

 

上掲（５ (1) 道徳科の授業づくりについて）

のとおり 

 

 

○ 「飯野っ子心のノート」を発達段階に応じ

て作成・活用し、授業後は担任や保護者が、

一人一人の考えを受け止め、励ます言葉掛

けをしたり、コメントを書き込んだりする。 

○  年間を通して「飯野っ子心のノート」へ

の記述を累積することで、児童の内面的な

変容を長期的に見取る。 

 

 

○ 年間指導計画に、「ふくしま道徳教育資料

集」を教材として扱う時間を全学年で位置

付け、本校の重点内容項目に関わる教材を

積極的に活用できるようにする。 

○ 「ふくしま道徳教育資料集」と合わせて、 

身近な人の体験談を聞くことを大切にする

ことで、郷土である飯野町や、家族に対す

る思いを広げたり深めたりすることができ

るようにする。 

○ 授業の中で震災当時のことについて保護

者と共に考えたり、話し合ったりする場を

設けることで、学びを家庭にも広げること

ができるようにする。 

 

 

○ 道徳教育の様子を学校だよりや学年だよ

り、ホームページに掲載し、家庭や地域へ

発信する。 

○ 保護者参加の授業を複数回実施したり、

道徳の授業後に「飯野っ子心のノート」を

家庭に持ち帰らせたりすることで、家庭で

も道徳科の内容を一緒に考えられるように

する。 

○ 道徳教育講演会を年に２回開催し、保護

者にも参加を呼びかけ、子どもと一緒に聞

くことができるようにする。 

６ 研究の進め方 

(1) 教育活動全体を通して 

○ 「研究内容」に示した内容について、学

校全体として、年間を通して取り組む。 

(2) 道徳科の授業について 

○ 全体授業 

・ 年間で学年ごとに授業を公開し、講師を

招聘して指導を仰ぐ。 

・ 授業実践部を中心に事前研究、模擬授業

を行う。 

・  全員が授業を参観し、事後研究会に参加

する。 

・ 授業参観者は、３つの手立てについて付

箋に成果や課題を書き込む。 

・ 事後研究会では、３つの手立てについて

KJ法によるグループ協議を行う。 

・ レシピシートを活用して気軽に事前検討

を行ったり、互見授業を実施したりする。 

(3) 各種研修会、書籍等による研修 

・ 先進校を視察し、伝達講習をする。 

・ 文献研究を進め、理論を構築する。 

Ⅱ 研究の実際 

(1) レシピシートを活用した授業づくり 

「令和５年度【県北版】学校教育指導の重

点 幸せを紡ぐ県北教育」には、豊かな心を

育むために、心に響く道徳教育の推進として

「自己を見つめる」授業づくりが挙げられて

いる。そこで、本時の「振り返り」の姿をス

タートとし、本時における子どもの姿を明確

に描き、発問を精選するために「レシピシー

トを活用した授業づくり」を行い、学習指導

案は検討後に作成することとした。 資料３ 

(2) 模擬授業を踏まえた授業づくり 

実施した１２回の研究授業では、事前に模

擬授業を行い、検討を重ねてきた。 

【視点２】 自己を見つめ、深い学びを実現す

る道徳科授業の工夫 

【視点３】  一人一人を受け止めて認め、励

ます評価について 

 

【視点４】 ｢ふくしま道徳教育資料集｣等の

活用について 

 

【視点５】 家庭・地域との連携を生かした取

組について 
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① つながる授業について 

模擬授業では、教師が話している時間が長

くなったり、教師と児童の１対１のやり取り 

が多くなったりすることが課題であった。そ

こで、どのようにすると児童自らが思いや考

えを表出し、友達や保

護者とつながることが

できるのか、教師はど

のような働きかけをす

ればよいのかについ

て検討を重ねた。 

② 教材の提示について 

教材文の内容理解がスムーズにできるよう、

内容を整理してから範読を行うことや、事前

に教材文を読んでおくこと、ペープサート等

を取り入れることなど、児童の発達段階や実

態に適した教材提示の仕方について検討した。 

③ 学習テーマについて 

児童が学習テーマを自分事として考えるこ

とができるようにするために、どのような言

葉やタイミングで提示したらよいのかについ

て検討を重ねた。アンケート結果を提示し、

問題意識や必要感を高めたりすることや、本

時の道徳的価値に関する日常の写真を提示し、

児童が具体的な場面を想起しやすくすること

等、児童の発達段階や実態を考慮した。 

④ 教師のコーディネートについて 

児童が多面的・多角的に考えられるよう、

必要に応じて「みんなの心のものさし」を活

用して、児童の考えの可視化を図ってきた。

さらに、ねらいとする道徳的価値に対する考

えを深めるためには、どのような順序で指名

したり、どのようなゆさぶりの発問を投げか

けたりすればよいのかについて検討した。 

Ⅲ 授業の実際及び考察 

(1) 第１学年の実践について    資料４ 

主題名：親切の心地よさ 

教材名：はしの上のおおかみ（わたしたちの

道徳１・２年生／文部科学省） 

本時のねらい：優しいくまと出会った場面の

役割演技を通して親切にされたときの心地よ

さに気付き、身近な人に対して思いやりの心

をもって接しようとする心情を育てる。 

①「多面的・多角的に考える」について 

保護者参加の授業を計画し、全体での役割

演技に加えて、小グループで保護者と役割演

技を行うことを通して、本時のねらいに迫る。

中心発問を「くまに抱き上げられ、反対側に

下ろしてもらったおおかみは、どんなことを

考えていたのか」とし、役割演技を通して、

じっくりと考えることで、親切にされる心地

よさを感じることができるようにした。 

○ 役割演技を取り入      

れることで、児童が自  

分事としておおかみ  

の心の中をじっくり  

と考えることができ 

た。全体での役割演 

技に加えて、小グル 

ープで役割演技を行い、全員がくま役の保 

護者に抱きかかえられることで、ほとんど 

の児童が親切にされる心地よさを感じ取る 

ことができた。 

写真１ 模擬授業の様子 

【役割演技後】 

Ｃ１  くまさんはやさしいね。 

Ｃ２ でもさ、おおかみはどうして意地悪

をしたくなったのかな。 

Ｔ１ どうして心に手を当てたのかな。 

Ｃ３ 心でありがとうって思ったから。 

Ｃ１ 優しくしてもらってうれしくなった 

から、気持ちが温かくなって心に手を 

当てた。 

Ｔ１  どうしてくまさんは優しいなって思

ったのかな。 

Ｃ1  （沈黙）  

Ｔ  （全体へ）どうして優しいなって思

ったのかな。 

Ｃ５  持ち上げてくれて優しい。 

Ｃ６ くまさんは怒ったりしないで、優し

く教えてくれたから。 

Ｔ    Ｃ1さんもそういう気持ちでありが

とうと言ったのかな。 

写真２ 親切にされる     

よさを実感する姿 

保護者 
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○ 教師が「どうしてそう思ったのか」と理

由を尋ねたり、見ている児童にも「どう思

うか」尋ねたりしたことで、役割演技に参

加した児童だけでなく、見ている児童も、

考えを深めることができた。 

○ 授業に参加している友達のお父さんやお

母さんにも振り返りカードを見せに行くな

ど、友達や保護者と、自らつながろうとす

る姿が見られるようになった。 

②「自己を見つめ直す」について 

「自分の心のものさし」を使って振り返る

ことを通して、自己をじっくりと見つめられ

るようにする。また、親切にできた理由やそ

の時の気持ちについて引き出すことで、周り

の人に親切にすることの大切さについて実

感をもって考えることができるようにする。

さらに、幼稚園児や幼稚園の先生からの感謝

のメッセージを聞くことで、親切にすること

の心地よさを感じながら、実践意欲を高めた

いと考えた。 

○ 言葉での表現が難しい児童には、教師が

言語化し、自己を振

り返ることにつなげ

た。回数を積み重ね

ることで、１年生の

児童も自己を見つめ

ることができるよう

になった。 

○ 保護者に見守られながら、温かい雰囲気  

の中で授業を行ってきたことで、児童は素 

直な考えを意欲的に表出することができた。

さらに、友達の発表の際には顔を見て聞き、

それにつなげて発表したり、振り返りの際

には、自己をじっくりと見つめて振り返り

を書いたりすることができた。 

【児童の振り返りより】 

 

 

 

 

 

③「家庭・地域とつながる」について 

役割演技や振り返りの場面で、保護者や幼

稚園児・幼稚園の先生方とつながる機会を設

定した。さらに、参加保護者数が毎回１０名

以上いる本学級の強みを生かし、１０名の保

護者に積極的に子どもたちに関わっていただ

写真４ 真剣な表情で 

これまでの自分 

を振り返る姿 

・ けがをしているともだちに、だいじょう

ぶってこえをかけた。 

・ 年長さんが、ならぶばしょがわからなそ

うだったのでおしえてあげた。そのあとた

のしそうにあそんでいて、うれしかった。 

Ｔ   今度は、自分のことを考えてみる

よ。お面を外して、机の上に置いてく

ださい。これまでの自分は、おおかみ

やクマのように、周りの人にやさしく

することができていたかな。 

Ｃ１ できていた。（心のものさしを記入し

ながらのつぶやき） 

Ｃ２ 最初はできていなかったけれど、最

後はできた。（心のものさしを記入しな

がらのつぶやき） 

Ｃ３ できていなかった。（心のものさしを 

記入しながらのつぶやき） 

Ｔ１ ６月と１０月の年長さんとの交流会  

はどうだったかな。これは、ドッジボ

ール中の写真かな。（写真提示）これは

最後の終わりの会の写真。（写真提示） 

Ｔ１ みんなで頑張っていた学習発表会の

時はどうだったかな。これは、練習を

している時。（写真提示）これは、お片

付けしている時。（写真提示） 

 

 

 

 

写真３ 真剣な表情で 

これまでの自分を 

振り返る姿 

Ｃ  (ワークシートに記入) 

Ｃ4  けがをしている友達に「大丈夫」と 

声を掛けた。 

Ｔ１ そんなＣ４さんのことをＣ５さんは

どう思う。 

Ｃ５  声を掛けてもらってうれしい。 

Ｃ６ 給食当番の時、Ｃ７ちゃんが何をや

るのかわからなかったから教えてあげ

ました。 

Ｔ１  どうして教えてあげたの。 

Ｃ６ わからなくて、困っていたから。 

Ｔ    迷っている友達に教えてくれたＣ６ 

さんのことをどう思う。 

Ｃ７ やさしい。 

 

5



 

 

くことで、子どもたちだけでは気付けない考

えや思いに触れながら、考えを深められるよ

うにした。 

○ 保護者の授業参加を複数回行ってきたこ

とで、児童も保護者も積極的に役割演技に

取り組んだ。児童がおおかみの気持ちをう

まく言えない時には、役割演技を２回行っ

たり、保護者が「どう思ったの」と児童に

聞いたりするなど、保護者が個々の児童に

柔軟に対応することで、教師が想定する以

上に多様な考えを引き出すことができた。 

○ ２学期の道徳授業参加の依頼（計４回分）

を早めに保護者に伝えたことで、毎回１０

名以上の保護者の参加につながった。自分

の子どものみならず、学級の児童全体に目

を向け、多くの児童と関わっていただいた。 

○ 幼稚園の先生や園児からの感謝のメッセ

ージを嬉しそうに聞く姿から、親切にする

ことの心地よさを感じることができ、実践

意欲を高めることにつながったと考える。 

(2) 第６学年の実践について    資料５ 

主題名：かけがえのない家族 教材名：私の

誕生日(ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集) 

本時のねらい:親の思いについて考えること

を通して、家族が深い愛情をもって自分を大

切に育てていることに気付き、かけがえのな

い家族を大切にしていこうとする心情を育

てる。 

①「多面的・多角的に考える」について 

主人公に対する家族の思いを保護者と一緒

に考えた後、実際に保護者の我が子に対する

思いを聞くことで、家族の深い愛情や願いを

感じることができるようにした。また、主人

公に対する「家族の思い」と主人公自身の「家

族への思い」、そして児童の自分に対する「家

族の思い」と児童自身の「家族への思い」を

対比して板書することで、それぞれの立場か

ら家族とはどんな存在なのかについて考える

ことができるようにした。 

○ 保護者が話合いに参加し、思いを交流す

ることで、児童は自分の考えをより広げ

たり深めたりするこ

とができた。保護者

からの問いかけに、

じっくりと考えなが

ら発言する児童の

姿も見られた。 

○ 主人公春香に対する「家族の思い」と春

香自身の「家族への思い」、そして自分た

ちに対する「家族の思い」と児童自身の

「家族への思い」を対比しながら板書する

ことで、それぞれの立場から家族とはどん

写真７ 児童と保護者で 

考えを交流する姿 

写真４ 保護者との役割演技で自分の思いを語る姿 

くま役として前に立ちましたが、子ども

たちが言った言葉に対して、優しい気持ち

を言葉で伝える難しさを感じました。やは

り言葉だけでなく、日頃から行動で表して

いくことで、子どもに優しさや思いやりの

気持ちは伝わると感じたので、今後は今ま

で以上に行動や態度で示していきたいと思

います。 

園児 

Ｔ  うつむいていた春香が、叔母の話を

聞いて顔を上げると、父と母は春香の

方を見て、ほほえんでいました。父と

母は、どんな思いでほほえんでいたの

かな。 

Ⅽ１ 春香が生まれた大切な日だから。 

Ⅽ２ 小さいころ病気をしたけれど、今元

気でいるから嬉しい。 

Ⅽ３ 家族にとっては最高に嬉しい日。 

Ｔ１ 家族にとって春香はどんな存在なの

だろう？ 

Ⅽ４ 大事な存在。かけがえのない存在。 

保護者 

保護者 保護者 保護者 

写真５ 幼稚園の先

生とつながる姿 

【保護者の感想より】 

幼稚園・保育所 
の先生 

保護者 

写真６ 園児と映像 

でつながる姿 
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な存在なのかについて、思考をつなげなが

ら考えを深めることができた。児童の発言

に対して、「それはどういうことかな」「み

んなにもそういう思いをしたことがあるか

な」「どんな時にそう思う」といった問い

返しや揺さぶる発問を効果的に行うこと

で、さらに考えを広げたり深めたりするこ

とができたと考える。 

②「自己を見つめ直す」について 

参加している保護者から震災時のことや生

まれたときの喜びなどのエピソードを直接聞

いたり、事前に親から子への手紙を書いても

らい、授業の最後にその手紙を読んでいただ

いたりすることで、震災時の家族の大変さや

自分への無償の愛、そして家族に支えられて

いることに気付き、家族への思いをじっくり

と見つめ、かけがえのない存在である家族に

ついて考えを深めることができるようにした。 

○ 授業に参加した保護者から直接思いを聞

くことで、児童一人一人が自分の家族と重

ね合わせて、自分事として家族について考

えることができた。保護者の話を聞く児童

のまなざしが真剣で、直接児童に伝えたか

らこそ児童の心に響いたと実感した。 

○ 自己を見つめ直す時間を十分に確保した 

ことで、家族に対する思いをじっくりと考

えることができた。「自分にとって家族と

はどんな存在なのか」、さらに「どうして

そう思うのか」ということを具体的に振り

返る発問を投げかけたことで、自分の生活

を見つめ、家族に対する感謝の思いについ

て素直に話したり、涙を浮かべながら聞い

たりする児童の姿が見られた。 

【児童の振り返りと学習後の「飯野っ子心の

ノート」による家族とのやり取り】 

③「家庭・地域とつながる」について 

２名の保護者の授業参加を計画し、児童と

保護者が互いの考えを交流したり、子への思

いを直接伝えてもらったりすることで、家族

の深い愛情や願いを実感できるようにした。

また、家族に対する児童の思いを聞いた感想

を保護者に話してもらうことで、児童が自己

の学びを感じ取ることができるようにした。

授業後には、自分の思いを書き込んだ「飯野

っ子心のノート」を持ち帰り、家族からメッ

セージをもらうことで、家族に授業の内容や

自分の思いを伝え、家庭と学校で道徳教育の

内容を共有し、家庭と学校がつながるように

した。 

【保護者の感想より】 

写真８ 家族からの手紙を読み、愛情を実感する姿 

【児童の振り返り】 

 自分にとって家族とは、信頼できて、いつ

でも背中を押して、助けてくれる存在。理由

は、負けてしまったときに、お母さんはいつ

も励まして背中を押してくれるから。 

【家族のコメント】 

 ２年生からドッジボールを始めて、いつ

も真面目にひたむきに頑張る姿をそばで見

てきました。「信頼できて、助けてくれる存

在」と思っていたことを知り嬉しかったで

す。お父さんもお母さんも、あなたが私た

ちの子どもに生まれてきてくれて、健やか

に成長してくれて、いろいろな面で活躍し

てくれて、とても誇らしいです。これから

先、不安なことや困難なこと、「壁」にぶち

当たる時が来ると思います。その時は、い

つでも遠慮なく頼ってほしいです。（母） 

 

子どもたちが、感じたことを自分の言葉で

表現して発表する姿を見ることができまし

た。それぞれに、受け取り方、考え方の違い

があって、ペアで話し合う事で、その事にも

気付くことができた授業だったなと感じま

した。親や他の保護者の話を、子どもたちも

聞くことができ、なかなかこうした交流の場

は少ないので、とてもよい機会でした。 

子どもたちの思いは、すごいなと思うこと

ばかりでした。思春期の真っ只中で、親子同

士でも本当の思いを伝える機会がなかった

ので、よい経験となりました。涙した子を見 

7



 

 

○ 家族に授業のことや自分の思いを伝える

ことで、家庭と学校で道徳教育の内容を共

有し、家庭と学校がつながることができた。 

○ 参加した保護者に授業の感想を伝えても

らうことで、児童が自己の学びを振り返る

機会となった。 

Ⅳ 研究の成果と課題 

①「多面的・多角的に考える」について 

道徳科の授業では、あらかじめ児童の考

えを想定し、多様な

考えに対応する複数

のゆさぶりの発問を

用意した。また、意

図的指名をすること

で、多様な考えを引

き出し、一人一人が

考えを深めることに

つなげた。さらに、保護者や地域の方の思い

や考えを聞くことで、児童だけでは気付かな

い思いや考えに触れ、児童は自らの考えや価

値観を広げたり深めたりすることができた。 

②「自己を見つめ直す」について 

 道徳科の授業では、振り返りの時間を１５

分程度確保し、できた（できなかった）理由

やその時の気持ちも引き出すことで、児童が

自己をじっくりと見つ

める姿が見られた。ま

た、振り返りカードに

友達が書いたエピソー

ドを自分のことのよう

に受け止めて一緒に喜

ぶ姿や、授業に参加している友達のお父さん

やお母さんにも、振り返りカードを見せに行

く姿が見られ、認められる心地よさも感じる

ことができた。 

③「家庭・地域とつながる」について 

(1) 各学年で家庭・地域とつながる授業を複

数回行ってきた。保護者や地域の方々には、

多くの児童に対し、

我が子のように積極

的に関わっていただ

いた。児童は、進んで

保護者や地域の方と関

わり、他者とつながるこ

とのよさを感じながら、学びを深めること

ができた。学校が中心となり、家庭や地域

に発信していくことが、それぞれの学びを

広げたり、深めたりすることにつながった。 

(2) 参加した保護者に授業の感想を伝えて

もらうことで、児童が自己の学びを振り返

る機会となった。全国学力・学習状況調査

の質問紙で「自分にはよいところがある」

に対して肯定的ではない回答の児童が少

なくないため、今後も、保護者や地域の方

に認められる機会を増やし、自他のよさに

気付くことができるようにしていきたい。 

④ 全体を通して 

(1)「重点内容項目」とつなぐ 

道徳教育の重点内容項目「親切、思いやり」

に焦点化を図った別葉を作成したことで、年

間を通して見通しをもち、共通理解の下、計

画的に授業をしたり、意識して指導したりす

ることができた。 

(2)「全校道徳コーナー」でつなぐ 資料６ 

星カードを嬉しそうに読む児童や、放送で

の紹介を心待ちにする児童もおり、多くの児

童が「親切、思いやり」を意識して生活する

ことができた。学校行事の際に保護者や地域

の方にも書いていただくことで、家庭や地域

と児童のよさを共有することができた。学級

のコーナーにも、多くの星が積み重ねられた。 

(3)「道徳教育講演会」でつなぐ   資料７ 

道徳教育講演会では、児童がポスターや講

演題を作成する等の事前準備を行ったり、あ

らかじめ講演の内容や講師について調べたり

することで、講演会当日は心のノートにメモ

を取りながら熱心に聞くことができた。講演

後には自ら質問する児童もおり、児童の心に

写真 11 地域の方 

の体験談を聞 

く姿 

写真 10 友達の思い

を自分事として

受け止める姿 

写真９ みんなの心のも

のさしで意図的に指

名する様子 

地域の方 

たり、話を聞いたりして、心の中ではお互い

に感謝しているのだなと感じました。 

8



 

 

響く講演会にすることができたと感じている。

また、児童と保護者が価値観を共有すること

ができ、家庭と学校が連携して児童の道徳性

を養うことにつながった。 

 

(4)「児童会」がつなぐ 

代表委員会では、「飯

野小学校を今よりも親

切・思いやりいっぱい

の学校にしたい」と

いう思いから、全校

生へ募集を呼びか

け、親切、思いやりのキャラクターを作成し

た。６学年児童がキャラクターの仕上げやポ

スター製作を担当することで、自分たちで製

作したキャラクターに愛着や親しみをもち、

大切にしようとする意識をもつことができ

た。完成したキャラクターは、職員室前の道

徳コーナーに掲示し、毎日児童が目にするこ

とができるようにした。また、各学級の道徳

コーナーに掲示したり、学校行事等でも活用

をしたりして、児童がキャラクターに親しみ

をもち、より親切、思いやりを意識して生活

することにつながった。         

Ⅴ これまでの研究を振り返って 

(1)  つながる授業を目指して見えた姿 

「家庭、地域と共につくる道徳教育」を目

指して、「つながる」ことを大切に、研究を

進めてきた。子どもたちが、多くの人と関わ

る中で、「つながる」ことのよさや楽しさを

感じながら、学習する様子が見られた。私た

ちは、そうしたつながりを通して、子どもた

ちの表情が変化したり、考えが広がったりす

る様子を間近で見ることができた。資料８                     

① 友達とのつながり 

道徳教育の研究を通して、道徳科のみなら

ず全教育活動で意識的に取り組んできたこと

が、子ども同士がつながることである。ペア

やグループで話し合う場を設定したり、考え

を共有させるための働きかけを意識的にする

ことで、友達の考えに興味をもって聞いたり、

共感したりする様子が見られた。友達とつな

がり、共に学ぶことを通して、友達がいるこ

とのよさや、自分とは違う様々な考えがある

ことのよさに気付くことができた。 

② 家庭とのつながり 

２学期からは、どの学級でも保護者からの

手紙やアンケートに加えて、保護者が子ども

たちと一緒に考えたり、話し合ったりする授

業への参加を積極的に計画し、実施してき

た。初めは恥ずかしがっていた子どもたち

も、回数を重ねる度に、一緒に考えることに

慣れ、積極的に関わる姿が見られるようにな

った。保護者の参加により、子どもたちだけ

では気付けなかった思いや考えに触れ、考え

を広げたり、深めたりすることができた。保

護者の温かい言葉に、目を輝かせて聞き入る

姿や、自分の考えを生き生きと保護者に伝え

に行く姿は、保護者の参加があってこその一

歩踏み出す姿であると感じた。児童の豊かな

心を育むために、家庭と学校が連携すること

の大切さを改めて実感することができた。 

③ 地域とのつながり 

各学年の生活科や総合的な学習の時間に、

図１ 児童作成の

ポスター 

〈第１回 道徳教育講演会 
児童の感想〉 

震災の話は何度聞いても切なくなりま

す。最後の最後まで人を助けて亡くなった

高校生の話は、本当に切なく、自分の子だ

ったらと思うと、お母さんの気持ちも何と

も言えない気持ちでした。自分は家族のこ

とを守れるだろうか。・・・もう１２年と数

か月が経ち、まだまだ復興は終わっていな

いということに、自分はこれから何ができ

るだろうと講演を聞いて、考えなくてはい

けないと強く思いました。 

 

写真 12 全校生へ「親

切、思いやり」キャ

ラクター発表 

【講演会に参加した保護者の感想より】 
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地域の方にゲストティーチャーとして来校し

ていただき、複数回関わりながら学習を進め

てきた。令和５年度は、これまでの子どもた

ちと地域のつながりをさらに広げたため、自

分が住んでいる飯野町のよさに気付きなが

ら、より積極的に地域の方と関わる姿が見ら

れた。子どもたちのよりよい成長のために、

地域との協力が欠かせないと強く感じた。 

(2) 道徳教育アンケートより 

 ６月と 10月に２回アンケートを実施し

た。「自分にはよいところがあると思います

か」という設問に対し、「そう思う」と回答

した児童が大きく増加した。道徳コーナーを

きっかけに、友達や上級生、下級生、教師、

保護者や地域の方に自分の他者に対する思い

やりの心をほめてもらうことで、自分のよさ

に改めて気付くことができた児童もおり、自

己肯定感を育むことにつながったと考える。 

(3) 子どもの姿より 

２年生の帰りの会「今日のキラキラさん教

えてコーナー」を通し、子どもたちの友達の

よさを見つける目が、着実に育っている。学

級のみんなに「いいね！」と、ほめられた児

童は、友達に認められる心地よさを感じるこ

とができた。毎日続けるうちに、子どもたち

の姿が変わり、教室全員の子どもの心が、発

表する子どもに向けられるようになった。発

表する子も、学級の中で

大切にされている自分

を自覚しているようで

あった。教室の思いやり

の星を一つ、また一つと

増やすことができた。 

令和６年６月のことである。３年生のＡ児

は、修学旅行へ出かけている６年生へ思いを

馳せ、１組、２組それぞれに手紙を書いた。

帰校後、黒板に貼られた手紙を読んだ６年生

からは、笑顔があふれた。他者を思いやるこ

とのよさを実感しているＡ児は、６年生に向

けて、その一歩を力強く踏み出したと考える。 

 

(4) 互いに高め合える教員同士のつながりを

目指して 

本研究を通して、教員同士のつながりをよ

り強いものにすることができた。レシピシー

トによる事前研究や模擬授業を通して、授業

者のみならず多くの教員が授業について真剣

に考え、授業をよりよいものにしていくこと

ができた。職員室で声を掛けると自然と人が

集まり、授業について悩んでいることを気軽

に相談し合える関係は、何よりも心強いつな

がりとなったと感じる。今後も、教員同士が

つながり、共に考えることを通して、互いを

高め合える研究を進めていきたい。 

【教員の感想より】 

Ⅵ 子どもの成長を共に願って 

11月 10日（金）に本校で行われた、道徳

教育地区別推進協議会では、秋田公立美術大

学副学長の毛内嘉威氏より、ご講演をいただ

いた。その中で、最も印象に残っているの

は、「学校には発信力があり、学校が地域や

社会とのつながりをつくることで、道徳教育

が変わり、子どもの価値観が変わる。」とい

う言葉である。保護者参加型の授業を重ねる

度に来校する保護者が増え、協力をお願いす

ると地域の方も快く引き受けて下さった。今

後も、こうした多くの「つながり」を力にす

ることを基盤とした、家庭や地域と共に飯野

っ子の道徳性をよりよく養う「飯野小学校な

らではの道徳教育」を推進していきたい。  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

そう思う だいたいそう思う
あまり思わない 思わない

グラフ１ 道徳教育アンケート 

   「自分にはよいところがある」（２～６年） 

写真 13 心を向けて 

友達の話を聞く 

姿 

 「つながり、見つめ、一歩踏み出す飯野っ子」

この合言葉の下重ねてきた実践がまさにつな

がり、広がりました。私たちから始める一歩を、

子どもたちの一歩につなげていきたいです。 

写真 14 Ａ児が 

書いた手紙 

10
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  資
料
２
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第
５
学
年

  
主
題
名

 親
身
な
対
応
〔
Ｂ
（
７
）
親
切
，思
い
や
り
〕
 

  
  

  
  

  
  

  
 教
材
名

 「
く
ず
れ
落
ち
た
段
ボ
ー
ル
箱
」
（
学
研
）
 

〔
８
月
１
８
日
の
授
業
検
討
の
話
合
い
で
使
用
し
た
レ
シ
ピ
シ
ー
ト
①
〕
 

〔
検
討
し
た
と
こ
ろ
〕

 

                    
 

 
          

 

 
主
題
名

 誰
に
対
し
て
も
〔
Ｂ
（
７
）
親
切
，思
い
や
り
〕
 

 教
材
名

 「
く
ず
れ
落
ち
た
段
ボ
ー
ル
箱
」
（
学
研
）
 

 〔
授
業
検
討
の
話
合
い
を
基
に
再
度
作
成
し
た
レ
シ
ピ
シ
ー
ト
②
〕
 

〔
変
更
点
・
工
夫
点
〕

 
学
習
テ
ー
マ

 
 
関
わ
り
の
深
い
身
近
な

人
に
は
親
切
に
で
き
る
が
、

知
ら
な
い
人
に
は
、
親
切
に

で
き
て
い
な
い
実
態
が
あ

る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

 
           ゆ
さ
ぶ
り

 
 
意
見
が
偏
っ
た
際
に
も
、
多

様
な
意
見
が
出
る
よ
う
、
ゆ
さ

ぶ
る
発
問
を
用
意
し
て
お
く
。 

問
い
返
し

 
 
理
由
を
問
い
、相
手
の
立
場

を
考
え
た
行
動
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
た
い
。 

地
域
と
の
連
携

 
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年

の
目
標
「
誰
に
対
し
て
も
」
を

受
け
て
、
人
間
関
係
の
深
さ
に

限
ら
ず
、
児
童
が
接
す
る
す
べ

て
の
人
に
思
い
や
り
の
心
や

そ
れ
に
伴
っ
た
親
切
な
行
為

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の

方
に
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
。

 

ね
ら
い
と
す
る
「
親

切
,思
い
や
り
」
の
価

値
か
ら
ず
れ
て
し
ま

う
。 

⇒
 
勇
気
と
い
う
言
葉

が
出
な
い
発
問
を

す
る
必
要
が
あ

る
。
 

相
手
か
ら
感
謝
さ

れ
る
こ
と
に
焦
点
を

当
て
す
ぎ
な
い
。 

⇒
 
困
っ
て
い
る
相

手
を
ど
う
に
か
し

て
助
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
引
き

出
し
た
い
。
 

中
心
発
問

 
ど
の
場
面
を
取
り

上
げ
て
、
中
心
発
問

に
す
る
か
。 

①
 
感
謝
を
言
わ
れ

た
場
面

 
②

  
叱
ら
れ
て
も
片

づ
け
続
け
た
場
面

 
 

中
心
発
問

 
叱
ら
れ
て
も
片
付
け
続

け
た
場
面
を
取
り
上
げ
る

と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

※
 
 
こ
れ
ま
で
は
「
み
ん

な
の
心
の
も
の
さ
し
」
を

活
用
し
て
き
た
。
「
心
情

メ
ー
タ
ー
」
を
使
う
必
要

性
は
あ
る
か
。 

 ⇒
再
検
討
し
た
い
。 

 

資
料
３
 

主
題
名
の
変
更

 

修
正
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第
１
学
年
 
道
徳
科
学
習
指
導
案
 

  
  
令
和
５
年
１
１
月
１
０
日
（
金
）
２
校
時
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 場
所
：
１
年
教
室
 
 

授
業
テ
ー
マ
 

     １
 
主
題
名
 
親
切
の
心
地
よ
さ
〔
Ｂ
（
７
）
親
切
，
思
い
や
り
〕
 

 ２
 
教
材
名
 
「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」（
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
１
・
２
年
 
文
部
科
学
省
）
 

 ３
 
本
時
に
寄
せ
る
思
い
 

（
１
）
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
 

本
主
題
は
，
低
学
年
の
内
容
項
目
Ｂ
（
７
）「
身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
，
親
切
に
す
る
こ
と
。」
を
，
ね

ら
い
と
し
て
い
る
。
指
導
内
容
は
，
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
上
で
求
め
ら
れ
る
基
本
的
姿
勢
と
し
て
，
相
手
に
対

す
る
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
親
切
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
族
だ
け
で
な
く
身
近
に
い
る
様
々
な
人
々

と
の
触
れ
合
い
の
中
で
，
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
，
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
，
対
人
関
係

に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
，
相
手
の
喜
び
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
，

親
切
な
行
為
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

（
２
）
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
 

本
学
級
は
，
素
直
で
優
し
い
児
童
が
多
く
，
誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
自
分
か
ら
声
を
か
け
，
励
ま
し
た
り
手
助
け
を

し
た
り
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
，
学
級
や
学
校
の
た
め
を
思
っ
て
進
ん
で
行
動
す
る
な
ど
，
様
々
な
人
々
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
，
相
手
の
気
持
ち
に
気
付
い
た
り
，
想
像
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一

方
で
，
相
手
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
，
自
分
の
思
い
を
優
先
し
た
り
す
る
自
分
本
位
の
考
え
で
行

動
し
て
し
ま
う
児
童
も
見
ら
れ
る
。
 

（
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

本
教
材
は
，
大
き
な
く
ま
と
の
関
わ
り
で
変
化
し
た
お
お
か
み
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
，
ね
ら
い
に
迫

る
も
の
で
あ
る
。
一
本
橋
で
，
自
分
よ
り
も
小
さ
い
う
さ
ぎ
や
き
つ
ね
を
追
い
返
し
て
い
た
お
お
か
み
だ
っ
た
が
，
大

き
な
く
ま
に
優
し
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，相
手
を
思
い
や
り
，親
切
に
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
に
気
付
く
内
容
で
あ
る
。

お
お
か
み
が
，
大
き
な
く
ま
の
優
し
い
態
度
に
接
し
て
，
今
ま
で
の
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
，
誰
に
対
し
て
も
思
い

や
り
の
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
の
よ
さ
に
気
付
い
た
点
か
ら
，
親
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
教
材
で
あ
る
。
 

（
４
）
指
導
に
つ
い
て
 

指
導
に
あ
た
っ
て
は
，
ま
ず
，
自
分
よ
り
小
さ
い
動
物
に
対
し
て
は
威
張
っ
て
，
優
越
感
を
感
じ
て
い
る
お
お
か
み

の
気
持
ち
に
気
付
か
せ
る
。
そ
し
て
，
自
分
よ
り
大
き
な
く
ま
の
優
し
さ
に
触
れ
て
感
動
す
る
気
持
ち
に
つ
い
て
，
保

護
者
も
参
加
す
る
役
割
演
技
を
通
し
て
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
，
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接

す
る
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
終
末
に
は
，
こ
れ
ま
で
の
自
分
は
，
周
り
の

人
に
優
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
を
振
り
返
る
こ
と
で
，「
親
切
に
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
自
分
事
と
し
て
捉
え
，

身
近
な
人
に
温
か
い
心
で
接
し
，
親
切
に
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
に
つ
い
て
，
実
感
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
 

４
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
本
時
の
ね
ら
い
 

 
 
 
優
し
い
く
ま
と
出
会
っ
た
場
面
の
役
割
演
技
を
通
し
て
親
切
に
さ
れ
た
と
き
の
心
地
よ
さ
に
気
付
き
，
身
近
な
人
に

対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。
 

（
２
）
本
時
の
ね
ら
い
に
せ
ま
る
た
め
の
手
立
て
 

【
手
立
て
１
】
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
 

 
 
 
 
役
割
演
技
を
通
し
て
お
お
か
み
の
心
の
中
に
つ
い
て
考
え
る
際
，
役
割
演
技
を
見
て
い
る
児
童
か
ら
も
考
え
を
引

き
出
す
こ
と
で
，
温
か
い
心
で
親
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
考
え
を
広
げ
た
り
，
深
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
 

【
手
立
て
２
】
自
己
を
見
つ
め
直
す
 

こ
れ
ま
で
の
自
分
が
，
周
り
の
人
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
親
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
を
共

通
体
験
で
あ
る
幼
小
交
流
活
動
，
学
習
発
表
会
練
習
の
写
真
を
提
示
し
な
が
ら
具
体
的
に
想
起
す
る
こ
と
で
，
自
分

を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
，
ど
う
し
て
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
，
で
き
た

理
由
や
そ
の
時
の
気
持
ち
に
つ
い
て
引
き
出
す
こ
と
で
，
親
切
に
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
に
つ
い
て
実
感
を
も
っ
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
手
立
て
３
】
家
庭
・
地
域
と
つ
な
が
る
 

保
護
者
も
児
童
と
同
じ
よ
う
に
役
割
演
技
に
加
わ
り
，
児
童
が
お
お
か
み
に
共
感
し
な
が
ら
く
ま
の
優
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
で
，
親
切
，
思
い
や
り
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
 
 幼
稚
園
の
先
生
や
園
児
か
ら
，
幼
小
交
流
活
動
の
際
の
親
切
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
，
そ
  

の
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
で
，
親
切
に
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
り
，
実
践
意
欲
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

５
 
事
前
と
事
後
の
活
動
 

〔
事
前
〕
 ○

 
幼
小
交
流
活
動
で
の
年
下
の
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
振
り
返
る
。
 

〔
事
後
〕
 ○

 
身
近
な
人
に
優
し
く
で
き
て
い
た
か
振
り
返
っ
た
「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
保
護
者
に
見
て
も
ら
い
，
励
ま
し

の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
。
 

６
 
板
書
計
画
 

                

お
お
か
み
が
く
ま
の
優
し
さ
に
触
れ
，
感
動
す
る
場
面
の
役
割
演
技
で
，
児
童
一
人
一
人
が
お
お
か
み
に
共
感
し

な
が
ら
心
の
中
を
じ
っ
く
り
と
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
，
親
切
に
さ
れ
た
り
親
切
に
し
た
り
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
 

 

は し の 上 の お お か み 
資
料
４
 

 や さ し く す る と 、 ど ん な き も ち

に な る の か な 。 

・ お れ は 、 つ よ い ん だ ぞ 。 

・ お れ が 、 さ き だ 。 

・ お も し ろ い な 。 

・ い い き も ち だ な 。 

・ あ り が と う 。 

・ お れ は 、 い じ わ る な の に 、 く ま は 、

や さ し く で き て す ご い な 。 

・ と う せ ん ぼ う し な い で 、 わ た ら せ

て あ げ る と い い の か 。 

・ い い き も ち だ な 。 

 
 

・ や さ し く で き た 。 う れ し い 。 

・ や さ し い お お か み に な れ た 。 

・ く ま み た い に や さ し く で き て 、 

う れ し い 。 

・ い つ も こ う し た い 。 
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 ７
 
本
時
の
展
開
 

学
習
活
動
 

◎
中
心
発
問
 
○
主
な
発
問
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応
 

時
間
 

 

〇
指
導
上
の
留
意
点
 
◇
手
立
て
 
※
評
価
 

１
 
本
時
の
学
習
テ
ー
マ
を
つ
か
む
。
 

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
，
身
近
な
人
に
親
切

に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
 

 
 
○
 
こ
の
時
，
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。
 

 
 
 
・
 
助
け
て
も
ら
っ
て
，
嬉
し
か
っ
た
。
 

 
 
 
・
 
優
し
く
さ
れ
て
，
心
が
温
か
く
な
っ
た
。 

 （
２
）
本
時
の
学
習
テ
ー
マ
を
つ
か
む
。
 

    ２
 
教
材
文
を
読
ん
で
考
え
る
。
 

（
１
）「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」
の
お
話
を
聞
く
。
 

   （
２
）
お
お
か
み
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
，
話
し
合

う
。
 

○
 
う
さ
ぎ
や
き
つ
ね
を
追
い
返
し
た
時
，
お

お
か
み
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
 

・
 
俺
は
大
き
く
て
強
い
か
ら
，
先
に
渡

る
。
 

・
 
通
せ
ん
ぼ
う
す
る
の
は
，
お
も
し
ろ
い

な
。
 

・
 
言
い
な
り
に
な
っ
て
，
お
も
し
ろ
い
な
。 

・
 
い
い
気
持
ち
だ
。
 

◎
 
く
ま
に
抱
き
上
げ
ら
れ
，
反
対
側
に
下
ろ

し
て
も
ら
っ
た
お
お
か
み
は
，
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
 

・
 
渡
ら
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
 

・
 
俺
は
，
う
さ
ぎ
や
き
つ
ね
に
い
ば
っ
て

通
せ
ん
ぼ
う
し
て
し
ま
っ
た
の
に
，
く
ま

は
渡
ら
せ
て
く
れ
て
す
ご
い
な
。
 

・
 
怖
い
く
ま
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
，
優
し

い
な
。
 

 
 
 
・
 
追
い
返
す
の
で
は
な
く
て
，
抱
え
て
渡
 

ら
せ
て
あ
げ
る
と
い
い
の
か
。
 

３
      

 

    

 ２
７
 

                          

○
 
親
切
に
さ
れ
た
経
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
提

示
し
，
そ
の
時
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
，
ね
ら

い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
対
す
る
問
題
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

        ○
 
登
場
人
物
と
場
面
を
紹
介
し
，
教
材
へ
の
関
心
を

高
め
る
。
 

○
 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
教
材
を
提
示
し
，
よ
り
深
く

物
語
の
世
界
に
入
り
込
め
る
よ
う
に
す
る
。
 

   ○
 
自
分
よ
り
小
さ
く
て
弱
い
動
物
に
対
し
て
自
己

中
心
的
な
行
動
を
と
る
お
お
か
み
の
気
持
ち
に
気

付
か
せ
る
こ
と
で
，
相
手
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え

ず
，
親
切
な
行
動
を
と
る
く
ま
と
対
比
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

    ○
 
全
体
の
前
に
グ
ル
ー
プ
で
役
割
演
技
を
す
る
こ

と
で
，
児
童
一
人
一
人
が
お
お
か
み
の
気
持
ち
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
く
ま
の
優
し
さ

へ
の
感
動
や
憧
れ
，
こ
れ
ま
で
の
自
分
へ
の
反
省
な

ど
，
多
様
な
考
え
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

◇
 
役
割
演
技
で
は
，
く
ま
役
を
教
師
と
保
護
者

が
，
お
お
か
み
役
を
児
童
が
演
じ
る
こ
と
で
，
児

童
が
お
お
か
み
に
共
感
し
な
が
ら
お
お
か
み
の
心

の
中
を
じ
っ
く
り
と
考
え
，
親
切
に
す
る
こ
と
の

よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。【
手
立
て
３
】
 

 
 
 
・
 
何
だ
か
す
ご
く
い
い
気
持
ち
だ
な
。
 

      

     ○
 
う
さ
ぎ
を
抱
き
上
げ
て
反
対
側
に
下
ろ

し
て
あ
げ
た
お
お
か
み
は
，
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
 

・
 
今
度
は
，
う
さ
ぎ
に
優
し
く
で
き
て
う

れ
し
い
な
。
 

・
 
意
地
悪
お
お
か
み
か
ら
優
し
い
お
お

か
み
に
な
れ
た
ぞ
。
 

・
 
く
ま
み
た
い
に
自
分
も
優
し
く
で
き

て
う
れ
し
い
な
。
 

・
 
こ
れ
か
ら
は
，
い
つ
も
こ
う
し
よ
う
。
 

 ３
 
自
分
を
見
つ
め
直
す
。
 

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
る
。
 

○
 
こ
れ
ま
で
の
自
分
は
周
り
の
人
に
や
さ

し
く
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
か
。
 

 
 
 
・
 
年
長
さ
ん
と
の
交
流
会
の
時
，
並
ぶ
場
所

を
教
え
た
。
 

 
 
 
・
 
学
習
発
表
会
の
劇
の
練
習
で
，
台
詞
を
忘

れ
た
友
達
に
教
え
た
。
 

     （
２
）
幼
稚
園
の
先
生
や
園
児
か
ら
も
ら
っ
た
，
幼
小

交
流
活
動
に
つ
い
て
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
を
視
聴
す
る
。
 

 
 

 

 

                   

     

１
５
 

     

○
 
児
童
が
考
え
た
お
お
か
み
の
気
持
ち
を
受
け
て
，

保
護
者
に
は
く
ま
の
気
持
ち
を
話
し
て
も
ら
う
よ

う
に
す
る
。
 

◇
 
役
割
演
技
を
見
て
い
る
児
童
か
ら
も
考
え
を
引

き
出
す
こ
と
で
，
親
切
に
つ
い
て
の
考
え
を
広
め

た
り
，
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 【
手
立
て
１
】
 

※
 
く
ま
に
抱
き
上
げ
ら
れ
，
反
対
側
に
下
ろ
し
て
も

ら
っ
た
お
お
か
み
の
心
の
中
に
つ
い
て
，
自
分
の
考

え
と
友
達
，
保
護
者
の
考
え
を
比
べ
て
考
え
て
い

る
。
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  

 
（
発
言
）
 

 ○
 
親
切
に
す
る
と
，
相
手
だ
け
で
な
く
自
分
も
い
い

気
持
ち
に
な
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

         ◇
 
幼
小
交
流
活
動
や
学
習
発
表
会
練
習
の
写
真
を

提
示
し
，
共
通
体
験
を
生
か
し
て
振
り
返
る
こ
と

で
，
自
分
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。
ま
た
，
で
き
た
理
由
や
そ
の
時
の
気
持
ち
に
つ

い
て
引
き
出
す
こ
と
で
，
周
り
の
人
に
親
切
に
す
る

こ
と
の
心
地
よ
さ
に
つ
い
て
実
感
を
も
っ
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
【
手
立
て
２
】 

※
 
身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
，
親
切
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
か
，
自
分
の
生
活
を
見
つ

め
，
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
い
る
。
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
発
言
）
 

 ◇
 
幼
稚
園
の
先
生
や
園
児
か
ら
の
，
児
童
の
親
切
な

行
動
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
そ
の
こ
と
へ
の

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
録
し
た
動
画
を
視
聴
す

る
こ
と
で
，
親
切
に
す
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
感
じ

た
り
，
実
践
意
欲
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。【
手
立
て
３
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

や
さ
し
く
す
る
と
，
ど
ん
な
き
も
ち

に
な
る
の
か
な
。
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第
６
学
年
１
組

  
道
徳
科
学
習
指
導
案
 

令
和
５
年
１
１
月
１
０
日
（
金
）
２
校
時
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
場
所
：
６
年
１
組
教
室
 

授
業
テ
ー
マ
 

    １
 
主
題
名
 
か
け
が
え
の
な
い
家
族
〔
Ｃ
（
１
５
）
家
族
愛
，
家
族
生
活
の
充
実
〕
 

２
 
教
材
名
 
「
私
の
誕
生
日
」
（
ふ
く
し
ま
道
徳
教
育
資
料
集
 
第
Ⅱ
集
）

 

３
 
本
時
に
寄
せ
る
思
い
 

（
１
）
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
 

 
 
 
本
主
題
は
，
高
学
年
の
内
容
項
目
Ｃ
（
１
５
）
「
父
母
，
祖
父
母
を
敬
愛
し
，
家
族
の
幸
せ
を
求
め
て
，
進
ん
で
役

に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。
」
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
，
指
導
の
要
点
に
，

 「
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
，
家
庭
生
活
に
貢
献
で
き
る
」
児
童
を
育
成
す
る
よ
う
示
し
て
あ
る
。
自
分
の
成
長
を
願
い
，
愛
情
を
も

っ
て
育
て
て
く
れ
て
い
る
家
族
に
対
し
て
，
尊
敬
や
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
，
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
家
族
が
信
頼
関
係
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，

家
族
や
家
庭
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

（
２
）
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
 

本
学
級
の
児
童
は
，
友
達
か
ら
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
素
直
に
伝
え
た
り
， 

下
級
生
に
対
し
て
優
し
く
思
い
や
り
の
心
で
接
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
，
家
族
が
自
分
に
対
し
て

行
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
，
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
児
童
が
多
い
。
東
日
本
大
震
災
の
年

に
生
ま
れ
た
自
分
た
ち
が
，
困
難
な
状
況
の
中
で
い
か
に
守
ら
れ
て
育
て
ら
れ
た
の
か
話
を
聞
い
た
り
成
長
を
振

り
返
っ
た
り
し
て
，
自
分
に
対
す
る
家
族
の
深
い
愛
情
や
願
い
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
は
少
な
い
。
ま
た
，
質
問
紙

調
査
の
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
に
対
し
て
，
肯
定
的
で
は
な
い
回
答
を
し
て
い
る
児
童
も
少
な
く
な

い
。
３
月
に
小
学
校
卒
業
を
控
え
る
今
，
家
族
の
深
い
愛
情
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
自
分
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
こ
と
は
，
た
い
へ
ん
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

（
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

本
教
材
で
は
，
誕
生
日
が
震
災
の
日
と
同
じ
３
月
１
１
日
で
あ
る
主
人
公
の
春
香
が
，
自
分
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
も

ら
っ
て
い
い
の
か
悩
む
が
，
春
香
に
対
す
る
両
親
の
思
い
や
両
親
の
思
い
を
受
け
止
め
た
春
香
の
思
い
を
考
え
る
こ

と
で
，
家
族
の
深
い
愛
情
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
，
保
護
者
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
，
震
災
の
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
生
ま
れ
た
と
き
の
喜
び
な
ど
，
自
分
た
ち
の
誕
生
や
生
育
に
関
わ
る
保
護
者
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
を
通

し
て
，
家
族
の
温
か
な
愛
情
に
つ
い
て
実
感
を
も
っ
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

 

（
４
）
指
導
に
つ
い
て
 

 
 
 
指
導
に
あ
た
っ
て
は
，
事
前
に
保
護
者
と
児
童
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
で
，
家
族
に
対
す
る
互
い
の
意
 

 

識
を
捉
え
る
。
導
入
で
は
，
「
家
族
は
ど
ん
な
存
在
か
」
と
い
う
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
，
肯
定
的
な
考
え
，

否
定
的
な
考
え
の
両
面
に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
で
，
家
族
に
対
す
る
問
題
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
展
開
場
面
に
お
け
る
中
心
発
問
で
は
，
父
と
母
が
ほ
ほ
え
む
わ
け
や
春
香
が
力
強
く
う
な
ず
い
た
と
き

の
思
い
に
つ
い
て
，
保
護
者
に
も
話
合
い
に
参
加
し
て
も
ら
い
，
互
い
の
考
え
を
交
流
す
る
こ
と
で
，
家
族
の
願

い
や
深
い
愛
情
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
，
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
，
我
が
子
の
出
産

や
子
育
て
に
お
い
て
苦
労
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
で
，
自
分
た
ち
に
対
す
る
親
の
愛
情
を

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
自
己
を
見
つ
め
る
段
階
で
は
，
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
も
と
に
見
つ
め
る
こ
と
を
通
し
て
考
え
を
深
め
て
い
き
た
い
。
終
末
で
は
，
親
か
ら
子
へ
の
手
紙
を
読
む
こ
と

で
，
家
族
の
深
い
思
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
，
児
童
の
家
族
に
対
す
る
思
い
を
聞
い
た
感
想
を
保

護
者
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と
で
，
児
童
が
自
己
の
学
び
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
し
た
い
。
 

 ４
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
本
時
の
ね
ら
い
 

 
 
 
親
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
，
家
族
が
深
い
愛
情
を
も
っ
て
自
分
を
大
切
に
育
て
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
，
か
け
が
え
の
な
い
家
族
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。
 

（
２
）
本
時
の
ね
ら
い
に
せ
ま
る
た
め
の
手
立
て
 

【
手
立
て
１
】
 
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
 

教
材
の
中
で
主
人
公
に
対
す
る
家
族
の
思
い
を
考
え
た
り
，
保
護
者
か
ら
我
が
子
へ
の
思
い
を
実
際
に
聞
い
た

り
す
る
こ
と
で
，
家
族
の
深
い
愛
情
や
願
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
手
立
て
２
】
 
自
己
を
見
つ
め
直
す
 

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
親
か
ら
子
へ
の
手
紙
を
通
し
て
，
震
災
時
の
家
族
の
大
変
さ
や
自
分
へ
の
無
償
の
愛
，

そ
し
て
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
家
族
へ
の
思
い
を
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
，
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
る
家
族
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
手
立
て
３
】
 
家
庭
・
地
域
と
つ
な
が
る
 

 
 
 
 
保
護
者
の
授
業
参
加
に
よ
り
，
児
童
と
保
護
者
が
互
い
の
考
え
を
交
流
し
た
り
，
子
へ
の
思
い
を
直
接
伝
え

て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
で
，
家
族
の
深
い
思
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
，
児
童
の
家
族
に
対
す

る
思
い
を
聞
い
た
感
想
を
保
護
者
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と
で
，
児
童
が
自
己
の
学
び
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

 ５
 
事
前
と
事
後
の
子
ど
も
の
活
動
 

〔
事
前
〕
 
○
 
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
，
自
分
に
と
っ
て
の
家
族
の
存
在
に
つ
い
て
振
り
返
る
。
 

〔
事
後
〕
 
○
 
「
飯
野
っ
子
心
の
ノ
ー
ト
」
を
持
ち
帰
り
，
自
分
の
思
い
を
家
族
に
伝
え
，
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
。
 

 

  

資
料
５
 

 
主
人
公
に
対
す
る
家
族
の
思
い
を
考
え
た
り
，
保
護
者
の
思
い
を
実
際
に
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
家
 

族
の
深
い
愛
情
や
願
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
，
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
，
か
け
が
え
の
な
い
存
 

在
で
あ
る
家
族
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
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  ６
 
板
書
計
画
 

                ７
 
本
時
の
展
開

 

学
習
活
動

 

◎
中
心
発
問
○
主
な
発
問
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

 
時
間

 
○
 
指
導
上
の
留
意
点
 
 
◇
 
手
立
て
 

 ※
 
評
価

 

１
 
本
時
の
学
習
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。

 

（
１
）
自
分
に
と
っ
て
，
家
族
は
ど
ん
な
存
在
な

の
か
，
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
考
え
る
。

 

・
 
助
け
て
く
れ
る
。

 

・
 
応
援
し
て
く
れ
る
。

 

・
 
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
。

 

・
 
う
る
さ
い
と
き
も
あ
る
。

 

（
２
）
本
時
の
学
習
テ
ー
マ
を
つ
か
む
。

 

    ２
 
教
材
文
を
読
ん
で
考
え
る
。

 

（
１
）
「
私
の
誕
生
日
」
を
聞
く
。

 

    （
２
）
父
母
の
思
い
や
そ
れ
に
対
す
る
春
香
の
思
い

を
考
え
る
。

 

○
 
誕
生
日
に
思
わ
ず
う
つ
む
い
て
し
ま
っ
た

春
香
は
，
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の
だ
ろ
う

か
。

 

・
 
た
く
さ
ん
の
命
が
失
わ
れ
た
３
月

 

５
            

２
０

 

           

○
 
家
族
に
対
す
る
肯
定
的
な
考
え
，
否
定
的
な
考
え
の
両
面

 

に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
で
，
家
族
に
対
す
る
問
題
意
識
を

 

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

 

          ○
 
あ
ら
す
じ
や
登
場
人
物
を
紹
介
し
，
話
の
内
容
を
捉
え
や

 

す
く
す
る
。
ま
た
，
震
災
か
ら

1
年
経
っ
た
後
も
，
未
だ
に

 

行
方
不
明
の
方
や
避
難
し
て
い
る
方
が
い
る
状
況
で
あ
る
こ

 

と
を
押
さ
え
る
。

 

 

○
 
１
年
前
の
震
災
で
未
だ
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
た

 
く
さ
ん
い
る
中
で
，
自
分
が
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
う
こ
と

 

を
迷
う
春
香
に
共
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 

 ○
 
父
と
母
の
思
い
や
そ
れ
に
対
す
る
春
香
の
思
い
を
考
え
る

 

１
１
日
に
，
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら

っ
て
い
い
の
か
な
。

 

 

◎
 
父
と
母
は
，
ど
ん
な
思
い
で
春
香
の
方
を
見

て
ほ
ほ
え
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

・
 
元
気
に
育
っ
て
ね
。

 

・
 
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

 

・
 
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
だ
よ
。

 

 

○
 
春
香
は
力
強
く
う
な
ず
い
た
と
き
，
ど
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

・
 
家
族
の
み
ん
な
が
私
の
誕
生
日
を
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
の
だ
な
。

 

・
 
家
族
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
。

 

 ３
 
保
護
者
の
我
が
子
に
対
す
る
思
い
を
紹
介
す
る
。

 

○
 
お
う
ち
の
人
は
，
ど
の
よ
う
な
思
い
で
み
ん

な
の
こ
と
を
育
て
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

・
 
震
災
時
，
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
で

必
死
だ
っ
た
。

 

・
 
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
，
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。

 

・
 
笑
顔
を
見
る
と
，
大
変
な
こ
と
も
忘
れ

ら
れ
る
。

 

・
 
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

 

  ４
 
自
己
を
見
つ
め
直
す
。

 

（
１
）
家
族
に
対
す
る
思
い
を
伝
え
合
う
。

 

○
 
自
分
は
ど
ん
な
時
に
，
家
族
に
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

・
 
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
も
ら
っ
た

時
 

・
 
看
病
し
て
も
ら
っ
た
時

 

・
 
自
分
の
考
え
を
尊
重
し
て
も
ら
っ
た

時
 

・
 
だ
め
な
こ
と
を
だ
め
だ
と
言
っ
て
も

ら
え
た
時

 

（
２
）
保
護
者
の
感
想
を
聞
く
。

 

○
 
子
ど
も
た
ち
の
家
族
へ
の
思
い
を
聞
い

て
，
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

 

 

５
 
保
護
者
か
ら
の
手
紙
を
読
む
。

 

  

                ５
    

  

     

１
３

 

            
 

  ２
 

 

こ
と
で
，
家
族
の
願
い
や
愛
情
に
つ
い
て
気
付
く
こ
と
が
で

 

き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 ◇
 
保
護
者
も
交
え
た
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
を
設
定
し
，
友

 

達
や
保
護
者
と
考
え
を
交
流
す
る
こ
と
で
，
自
分
の
考
え
と
 

同
じ
と
こ
ろ
や
違
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
，
考
え
を
広
げ
た
り
 

深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
 
 
【
手
立
て
１
】

 

※
 
父
母
の
思
い
に
つ
い
て
，
自
分
の
考
え
と
友
達
の
考
え
，
 
 
保
護

 

他
者
の
考
え
を
比
べ
て
考
え
て
い
る
。
 
 
 
 
（
発
言
）

 

○
 
家
族
の
思
い
を
受
け
止
め
た
春
香
に
共
感
し
，
温
か
な
心
の
中

 

に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

     ◇
 
参
加
し
て
い
る
保
護
者
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
直
接
聞

く
こ
と
で
，
親
の
我
が
子
へ
の
切
実
な
思
い
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
【
手
立
て
３
】
 
 
  

  
  
  
 
 
 
 
 
 

 ○
 
保
護
者
に
対
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
，
事
前

に
打
合
せ
を
行
い
，
話
す
内
容
に
つ
い
て
決
め
て
お
く

よ
う
に
す
る
。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ◇
 
自
分
が
家
族
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
 
 
つ

 

い
て
，
じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間
を
確
保
す
る
。
家
族
に
と

 

っ
て
自
分
も
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ

 

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
 
 
 
 
【
手
立
て
２
】

 

 

※
 
家
族
の
思
い
を
受
け
止
め
，
自
分
が
家
族
に
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
，
自
分
の
生
活

を
見
つ
め
，
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
心
の
ノ
ー
ト
・
発
表
）
 

 

 ◇
 
参
加
し
た
保
護
者
に
，
感
想
を
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
で
，
 

 
児
童
が
自
己
の
学
び
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
 

 
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【
手
立
て
３
】
 

 ◇
 
事
前
に
親
か
ら
子
へ
の
手
紙
を
書
い
て
も
ら
い
，
子
ど
 

 
も
一
人
一
人
が
家
族
の
愛
情
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 【
手
立
て
２
】

 

 

自
分
に
と
っ
て
，
家
族
と
は
ど
ん
な
存
在

な
の
だ
ろ
う
。

 

三 月 十 一 日 に 

誕 生 日 を 祝 っ て

も ら っ て 

い い の か な 。 

家
族
の
思
い

 

家
族
の
思
い

 

家
族
へ
の
自
分
の
思
い

 

自 分 に と っ て 、 家 族 と は ど ん な 存 在 な の だ ろ う 。 

 

・ 家 族 の み ん な が 私 の 

誕 生 日 を 喜 ん で く れ て 

い る ん だ な 。 

・ 家 族 に 大 切 に さ れ て 

い る ん だ な 。 

 

 

・ 元 気 に 育 っ て ね 。 

・ 生 ま れ て き て く れ て 

あ り が と う 。 

・ 家 族 に と っ て 大 切 な 

存 在 だ よ 。 
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資料６ 

〈「道徳教育講演会」に向けた児童の取組〉 

〈思いやりの星カードが輝く「全校道徳コーナー」〉 

〈星カードが重なり合う「学級道徳コーナー」〉 

飯野駐在所長さんから４年生へ 

資料７ 

第１回道徳教育講演会 

第２回道徳教育講演会 

６年生から５年生へ 
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家庭・地域と育む道徳教育 

 「地域とのつながりの中で、よりよく生きようとする子どもの育成」 

        ～家庭、地域と共につくる道徳教育を目指して～ 

 

 

 

 

   

家庭とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

地域とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながる姿 

見つめる姿 

つながり  

見つめ 

一歩踏み出す 

飯野っ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とつながる 

 

 

家庭とつながる 

 

 

友達とつながる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と共に考える 

 

 

保護者と共に考える 

 

 

家庭とつながる 

 

 

相手を思って動き出す 

 

 

一歩踏み出す姿 

勇気を力に一歩踏み出す 

 

 

〈地域の方に作成したポスターを届ける姿〉 
〈保護者との役割演技で考えを深める姿〉 

〈思いを受け止め自ら質問する姿〉 〈保護者の体験談に引き込まれる姿〉 

〈友達の思いを自分事として受け止める姿〉 
〈５年：振り返りカードへの保護者コメントより〉 

〈６年：保護者アンケートより〉 

子どもが生まれるということは、両

親が大切に、望んで生まれてきたの

です。けんかもするでしょうし、嫌なこ

ともあるでしょう。でも、我が子を大

切に思わない親はいないのです。… 

いつも本当に助かっています。た

くさんの手伝いに感謝しています。

いつもありがとう。私の右うでだよ。 

〈友達と思いを伝え合う姿〉 

〈上級生が下級生に寄り添う姿〉 

〈保護者に認められる姿〉 

〈地域の方の体験談を聞く姿〉 

〈思いやりの姿を見つけ合う姿〉 

〈児童会で募集・作成した 

「親切、思いやり」キャラクター〉 

資料８ 
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〈地域の方のあいさつに迎えられて登校する姿〉 
〈始業式の校長先生のあいさつより 

～思いやりいっぱいの学校に～〉 

〈昼休みにお気に入りの「おもいやりん」を描く姿〉 

資料９ 
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